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１．当四半期決算に関する定性的情報 
（1）経営成績に関する説明 

当第２四半期（平成 28年４月１日～平成 28年９月 30日）の世界経済は、米国で景気回復が続

いたほか、欧州では景気が緩やかに回復し、中国でも持ち直しの動きがみられました。またわが

国経済は、設備投資の持ち直しの動きに足踏みがみられるものの、雇用情勢が改善し、個人消費

が底堅い動きとなるなど、景気は緩やかな回復基調が続きました。 

こうした経済情勢にあって、当社グループを取り巻く事業環境は、倉庫及び港湾運送等物流業

界においては、貨物量の伸び悩みや競争の激化等により、また不動産業界においては、賃貸オフ

ィスビルの需給改善の兆しがあるものの賃料水準の回復には至らず、引き続き厳しい状況のうち

に推移しました。 

このような状況の下、当社グループは、積極的な営業活動を推進し、物流事業では、医薬品等

の配送センター業務の拡大、海外拠点の拡充等に努め、不動産事業では、テナントの確保及び賃

料水準の維持・向上に努めました。他方、コスト管理の徹底と業務の効率化を一層推し進め、業

績の確保に努めました。 

この結果、営業収益は、物流事業で、港湾運送事業において貨物取扱量が増加したものの、国

際運送取扱事業において貨物取扱量の減少、海上運賃の下落や為替円高の影響により収入が減少

し、不動産事業で、マンション販売物件の減少等により収入が減少したため、全体として前年同

期比 67億 4千 9百万円（6.5％）減の 976億 3千 6百万円となりました。また営業原価は、物流

事業で、貨物取扱量の減少等に伴い作業運送委託費等が減少し、不動産事業で、マンション販売

物件の減少等に伴い不動産販売原価等が減少したほか、物流及び不動産の両事業で減価償却費や

修繕費の減少もあり、全体として前年同期比 75億 8千 1百万円（8.1％）減の 862億 5千 3百万

円となり、他方販売費及び一般管理費は、事業税外形標準課税部分の増加等により、同 2億 1 千

3百万円（4.4％）増の 51億 2千 3百万円となりました。 

このため、営業利益は、物流及び不動産の両事業で増益となったので、全体として前年同期比

6億 1千 7百万円（10.9％）増の 62億 5千 8百万円となり、経常利益は、同 7億 4百万円（10.1％）

増の 76億 5千 6百万円となりました。また親会社株主に帰属する四半期純利益は、投資有価証券

売却益の減少により、前年同期比 4千 9百万円（1.0％）減の 50億 6千 2百万円となりました。 
 

（セグメント別の概況） 

① 倉庫・港湾運送等の物流事業 

倉庫・陸上運送の両事業は、医薬品等の取扱増加があったものの非鉄金属等の取扱減少もあり

全体として貨物取扱量が伸び悩んだため、営業収益は倉庫事業で前年同期比 2.1％減の 241億 4

千万円、陸上運送事業で同 0.2％減の 219億 1千 6百万円となりました。他方港湾運送事業は、

コンテナ貨物の取扱増加等により、営業収益は前年同期比 9.0％増の 113億 1千 1百万円となり

ましたが、国際運送取扱事業は、貨物取扱量の減少、海上運賃の下落や為替円高の影響により、

営業収益は同 18.6％減の 210億 2千 2百万円となりました。 

この結果、物流事業全体の営業収益は、前年同期比 45億 3千 7百万円（5.3％）減の 811億 5

千 4百万円となりました。また営業費用は、貨物取扱量の減少等に伴い作業運送委託費等が減少

したほか、減価償却費や修繕費の減少もあり、前年同期比 53億 1千 1百万円（6.4％）減の 776

億 8千 5百万円となりました。このためセグメント利益（営業利益）は、前年同期比 7億 7千 4

百万円（28.7％）増の 34億 6千 8百万円となりました。 

 

② 不動産事業 

主力の不動産賃貸事業は、電力料等の付帯収入の減少等により、営業収益は前年同期比 1.1％

減の 152億 9千 6百万円となりました。その他の営業収益は、マンション販売事業における販売
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物件の減少等により、前年同期比 47.5％減の 22億 2千 1百万円となりました。 

この結果、不動産事業全体の営業収益は、前年同期比 21億 8千 8百万円（11.1％）減の 175

億 1千 7百万円となりました。また営業費用は、マンション販売物件の減少に伴い不動産販売原

価が減少したほか、減価償却費や修繕費の減少もあり、前年同期比 24億 5千 5百万円（17.1％）

減の 118億 8千 5百万円となりました。このためセグメント利益（営業利益）は、前年同期比 2

億 6千 7百万円（5.0％）増の 56億 3千 2百万円となりました。 
 

セグメント別営業収益 
 

 前第２四半期 
連結累計期間 

当第２四半期 
連結累計期間 

前年同期比増減（△印減） 
金 額 率 

 

物 流 事 業 

（倉 庫 事 業） 

（陸 上 運 送 事 業） 

（港 湾 運 送 事 業） 

（国際運送取扱事業） 

（そ の 他） 

百万円 

     85,691 

 (   24,651 ) 

 (   21,963 ) 

 (   10,378 ) 

 (   25,811 ) 

 (    2,885 ) 

百万円 

     81,154 

 (   24,140 ) 

 (   21,916 ) 

 (   11,311 ) 

 (   21,022 ) 

 (    2,763 ) 

百万円 

   △4,537 

 ( △  511 ) 

 ( △   47 ) 

 (     932 ) 

 ( △4,788 ) 

 ( △  121 ) 

％ 

  △  5.3 

( △  2.1 ) 

( △  0.2 ) 

(     9.0 ) 

( △ 18.6 ) 

( △  4.2 ) 

不 動 産 事 業 

（不動産賃貸事業） 

（そ の 他） 

     19,706 

 (   15,473 ) 

 (    4,232 ) 

     17,517 

 (   15,296 ) 

 (    2,221 ) 

   △2,188 

 ( △  177 ) 

 ( △2,011 ) 

  △ 11.1 

( △  1.1 ) 

( △ 47.5 ) 

セグメント間取引消去   △  1,011   △  1,035    △   24         - 

合       計     104,386      97,636    △6,749   △  6.5 

(注)１ セグメント間取引消去は、物流事業と不動産事業の営業収益に含まれるセグメント間取引分の消去である。 

２ 物流事業における業務の多様化に伴い、従来の物流事業の「その他」の営業収益が増加したため、第１四

半期から、物流事業における各事業の営業収益の計上区分を次のとおり変更している。   

(１) 「倉庫事業」の営業収益において、従来の収入（倉庫保管料及び倉庫荷役料）に、その他の倉庫事業関

連収入（当第２四半期：4,285百万円、前第２四半期：4,599百万円）を加える。 

(２) 「陸上運送事業」の営業収益において、従来の収入（陸上運送料）に、その他の陸上運送事業関連収入

（当第２四半期：0百万円、前第２四半期：0百万円）を加える。 

(３) 「港湾運送事業」の営業収益において、従来の収入（港湾荷役料）に、その他の港湾運送事業関連収入

（当第２四半期：2,413百万円、前第２四半期：2,015百万円）を加える。 

(４) 「国際運送取扱事業」の営業収益において、従来の収入（国際運送取扱料）に、その他の国際運送取扱

事業関連収入（当第２四半期：65百万円、前第２四半期：65百万円）を加える。 

(５) 「その他」の営業収益において、従来の収入から、上記(１)～(４)の合計額（当第２四半期：6,764百

万円、前第２四半期：6,681百万円）を減ずる。 

 

（2）財政状態に関する説明 

① 資産・負債・純資産の状況 

当第２四半期末の総資産は、保有株式の時価増加により「投資有価証券」が増加したものの、

流動負債の営業未払金、未払金の支払等により「現金及び預金」が減少したため、前期末比 15

億 9千 4百万円減の 4,116億 7千万円となりました。 

他方当第２四半期末の負債合計は、営業未払金、未払金の支払等により、前期末比 44億 5千

1百万円減の 1,512億 8千 8百万円となりました。 

また当第２四半期末の純資産は、為替円高に伴い「為替換算調整勘定」が減少したものの、親

会社株主に帰属する四半期純利益の計上により「利益剰余金」が増加したため、前期末比 28億

5千 7百万円増の 2,603億 8千 1百万円となりました。 

この結果、当第２四半期末の自己資本比率は、前期末を 0.9 ポイント上回る 62.6％となりま

した。 
 

② キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期の営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益や減価償却

による資金留保等により、80億 2千 2百万円の増加となりました。 
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当第２四半期の投資活動によるキャッシュ・フローは、固定資産の取得による支出等により、

94億 4千 6百万円の減少となりました。 

当第２四半期の財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払等により、15 億 5 千 5

百万円の減少となりました。 

この結果、当第２四半期の連結キャッシュ・フローは、これらに現金及び現金同等物に係る換

算差額（6億 5千 8百万円の減少）を加えた全体で 36億 3千 7百万円の減少となり、現金及び

現金同等物の四半期末残高は 420億 2千万円となりました。 

 

（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

当第２四半期の業績は、物流事業で国際運送取扱事業における貨物取扱量の減少、海上運賃の

下落や為替円高の影響等により営業収益が弱含みであるものの、全体として概ね期首予想（平成

28 年４月 28 日発表の予想数値）に沿って進捗しているため、通期の業績予想については期首

予想を据え置いております。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（1）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（2）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

（3）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(会計方針の変更) 

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、「平成 28年度税制改正に係る減価償却

方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第 32号 平成 28年６月 17日）を第１四

半期連結会計期間に適用し、平成 28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る

減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

なお、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与

える影響は軽微であります。 

 

（4）追加情報 

    「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第 26 号 平成 28

年３月 28日）を第１四半期連結会計期間から適用しております。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 45,398 38,644

受取手形及び営業未収金 31,509 30,580

有価証券 2,000 5,000

販売用不動産 10,968 11,762

繰延税金資産 1,528 1,479

その他 4,775 5,429

貸倒引当金 △89 △85

流動資産合計 96,091 92,810

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 112,241 107,356

機械装置及び運搬具（純額） 4,204 3,965

土地 74,322 79,614

建設仮勘定 556 1,631

その他（純額） 2,867 2,695

有形固定資産合計 194,192 195,263

無形固定資産

借地権 7,722 7,722

のれん 1,583 1,344

その他 6,825 6,742

無形固定資産合計 16,131 15,809

投資その他の資産

投資有価証券 98,237 99,374

長期貸付金 501 545

繰延税金資産 2,460 2,417

その他 5,792 5,635

貸倒引当金 △22 △22

投資損失引当金 △118 △162

投資その他の資産合計 106,849 107,787

固定資産合計 317,173 318,860

資産合計 413,264 411,670
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び営業未払金 18,954 17,732

短期借入金 16,028 20,937

未払法人税等 2,521 1,948

取締役賞与引当金 40 22

その他 11,621 8,998

流動負債合計 49,166 49,638

固定負債

社債 27,000 27,000

長期借入金 27,926 22,419

長期預り金 22,776 22,855

繰延税金負債 14,805 15,604

役員退職慰労引当金 197 177

退職給付に係る負債 13,553 13,263

その他 316 329

固定負債合計 106,574 101,649

負債合計 155,740 151,288

純資産の部

株主資本

資本金 22,393 22,393

資本剰余金 19,618 19,625

利益剰余金 172,200 176,210

自己株式 △807 △817

株主資本合計 213,405 217,412

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 40,282 41,479

為替換算調整勘定 1,703 △595

退職給付に係る調整累計額 △449 △447

その他の包括利益累計額合計 41,535 40,436

非支配株主持分 2,583 2,532

純資産合計 257,524 260,381

負債純資産合計 413,264 411,670
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

営業収益

倉庫保管料 11,854 11,756

倉庫荷役料 8,197 8,098

陸上運送料 21,962 21,915

港湾荷役料 8,361 8,896

国際運送取扱料 25,746 20,957

不動産賃貸料 16,377 16,129

その他 11,886 9,882

営業収益合計 104,386 97,636

営業原価

作業運送委託費 44,447 40,067

人件費 17,449 17,693

施設賃借費 4,564 4,397

減価償却費 6,595 6,157

その他 20,777 17,937

営業原価合計 93,834 86,253

営業総利益 10,551 11,382

販売費及び一般管理費 4,909 5,123

営業利益 5,641 6,258

営業外収益

受取利息 18 12

受取配当金 1,110 1,039

持分法による投資利益 229 235

その他 337 449

営業外収益合計 1,696 1,736

営業外費用

支払利息 358 315

その他 26 23

営業外費用合計 385 339

経常利益 6,952 7,656

特別利益

固定資産処分益 11 18

投資有価証券売却益 1,256 36

施設解約補償金 19 165

特別利益合計 1,286 220

特別損失

固定資産処分損 389 128

投資有価証券評価損 - 284

投資損失引当金繰入額 10 43

損害補償費用 144 -

特別損失合計 544 456

税金等調整前四半期純利益 7,694 7,420

法人税等 2,555 2,335

四半期純利益 5,138 5,085

非支配株主に帰属する四半期純利益 27 23

親会社株主に帰属する四半期純利益 5,111 5,062
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

四半期純利益 5,138 5,085

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △7,725 1,264

為替換算調整勘定 96 △2,051

退職給付に係る調整額 △19 3

持分法適用会社に対する持分相当額 36 △379

その他の包括利益合計 △7,611 △1,163

四半期包括利益 △2,473 3,922

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △2,571 3,963

非支配株主に係る四半期包括利益 98 △40
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 7,694 7,420

減価償却費 6,787 6,332

引当金の増減額（△は減少） 32 45

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △317 △283

受取利息及び受取配当金 △1,128 △1,052

支払利息 358 315

投資有価証券売却損益（△は益） △1,256 △36

投資有価証券評価損益（△は益） - 284

売上債権の増減額（△は増加） 775 385

販売用不動産の増減額（△は増加） 7 △794

仕入債務の増減額（△は減少） △873 △939

預り金の増減額（△は減少） 48 △428

その他 △366 △1,612

小計 11,762 9,636

利息及び配当金の受取額 1,334 1,332

利息の支払額 △383 △303

法人税等の支払額 △3,012 △2,643

営業活動によるキャッシュ・フロー 9,700 8,022

投資活動によるキャッシュ・フロー

固定資産の取得による支出 △5,956 △9,599

固定資産の売却による収入 8 45

投資有価証券の取得による支出 △33 △25

投資有価証券の売却による収入 1,819 52

その他 55 80

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,106 △9,446

財務活動によるキャッシュ・フロー

借入金の純増減額（△は減少） 2,686 △350

社債の償還による支出 △7,000 -

配当金の支払額 △1,051 △1,051

その他 △189 △153

財務活動によるキャッシュ・フロー △5,554 △1,555

現金及び現金同等物に係る換算差額 △33 △658

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 5 △3,637

現金及び現金同等物の期首残高 43,276 45,658

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物
の増減額（△は減少）

360 -

現金及び現金同等物の四半期末残高 43,642 42,020
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(4) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（セグメント情報） 

 

報告セグメントごとの営業収益及び利益の金額に関する情報 

前第２四半期連結累計期間（自 平成 27年４月１日 至 平成 27年９月 30日） 
 報告セグメント  

 
合  計 

 

 
 
調 整 額 
(注 1) 

四半期連結 
損益計算書 
計 上 額 

(注 2) 

倉庫・港湾 
運 送 等 の 
物 流 事 業 

 
不動産事業 
 

 

営 業 収 益 

外部顧客に対する営業収益 

セグメント間の内部営業収益又は振替高 

百万円 

   

   85,397 

      293 

百万円 

    

18,988 

      717 

百万円 

   

104,386 

    1,011 

百万円 

       

  - 

  △1,011 

百万円 

  

 104,386 

        - 

計    85,691    19,706   105,397   △1,011   104,386 

セグメント利益     2,694     5,364     8,058   △2,417     5,641 

(注)１ セグメント利益の調整額△2,417百万円には、セグメント間取引消去 11百万円、各報告セグメントに配分してい

ない全社費用△2,428百万円が含まれている。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費である。 

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。 

 

 

当第２四半期連結累計期間（自 平成 28年４月１日 至 平成 28年９月 30日） 
 報告セグメント  

 
合  計 

 

 
 
調 整 額 
(注 1) 

四半期連結 
損益計算書 
計 上 額 

(注 2) 

倉庫・港湾 
運 送 等 の 
物 流 事 業 

 
不動産事業 
 

 

営 業 収 益 

外部顧客に対する営業収益 

セグメント間の内部営業収益又は振替高 

百万円 

   

 80,799 

      354 

百万円 

    

16,836 

      681 

百万円 

    

97,636 

    1,035 

百万円 

        

 - 

  △1,035 

百万円 

    

97,636 

        - 

計    81,154    17,517    98,672   △1,035    97,636 

セグメント利益     3,468     5,632     9,100   △2,841     6,258 

(注)１ セグメント利益の調整額△2,841百万円には、セグメント間取引消去 13百万円、各報告セグメントに配分してい

ない全社費用△2,855百万円が含まれている。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費である。 

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。 
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